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6．勉強会・セミナー実施報告（1/4）

• 第1回総会（2023.06）にて、勉強会・セミナーの背景と実施案を提示
• WTは存在しないが、協議会で議論したいという会員のニーズの大きいテーマに関して、勉強会を
開催することで、フードテック・エコシステムの活性化を図る。

今年度、官民協議会から検討の場を組成

JETRO様主催のセミナー開催等

ビジネスプランコンテストの開催

少人数勉強会・セミナー等の開催

WT WT WT

海外展開支援

資金需給のマッチング

消費者へのアプローチ

日本らしさの追求
（和食や健康価値の追求）
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6．勉強会・セミナー実施報告（2/4）

2023年7月18日 @東京ミッドタウン八重洲＋zoomウェビナー

国内スタートアップ企業向けJETRO東京・海外展開支援解説セミナー
JETROイノベーション部 樽谷 範哉 氏

2023年8月25日 @室町三井カンファレンス＋zoomウェビナー

海外スタートアップ企業との協業・出資を検討する企業向け
JETRO東京・海外展開支援解説セミナー

JETROイノベーション部 樽谷 範哉 氏、廣田 新 氏

2023年9月22日 @zoomウェビナー

健康情報統合データベース構築と利活用
農研機構 食品研究部門 山本(前田) 万里 氏
九州大学大学院 農学研究院 立花 宏文 氏

産総研 バイオメディカル研究部門 関口 勇地 氏

2023年10月3日 @東京ミッドタウン八重洲

食と栄養・健康に関する新しい切り口について
株式会社ゼンショーホールディングス 永井 元 氏 他

2023年9月27日 @東京ミッドタウン八重洲

サステナブルなレストランの取り組み紹介および現場課題に関する議論
一般社団法人日本サステイナブル・レストラン協会 下田屋 毅 氏

Policy Makers Lab 田中 雄揮 氏 他

海外展開支援

健康価値の追求

消費者へのアプローチ
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6．勉強会・セミナー実施報告（3/4）

2023年11月14日 @東京ミッドタウン八重洲

欧米トップVC～アクセラが期待するポイント～
著名VCと話題の米代替肉スタートアップ創業者からのメッセージ付き！

Wildcard Incubator LLC. 熊谷 伸栄 氏

 SUが欧米の著名VCやアクセラレーションプログラムの関心を惹くためのポイント
 事業会社が欧米有力SUとの共創を成功裏に進めるためのポイント 等

2023年11月14日 @zoomウェビナー

日本食・日本産農産物の海外展開と輸出戦略

 日本食・日本産農産物の海外展開と輸出戦略
農研機構 研究管理役 後藤一寿氏

 フランスでの日本酒普及活動について
有限会社Freeman France ペコン 倫子氏

 パリを中心とした日本茶の普及、コンテストを通してのプロモーションなど
フランス日本茶大使 能宗-Lelong 美佐子氏

2023年12月12日 @zoomウェビナー

日本食ブームを支える技術
KIKKOMAN EUROPE R&D LABORATORY B.V. 佐藤 拓也 氏

 醤油を用いて減塩を達成する海外の研究事例
 東洋食品卸売におけるトレンド 等

海外展開支援



ZENSHO HOLDINGS CO., LTD.ZENSHO HOLDINGS CO., LTD.

株式会社ゼンショーホールディングス
中央技術研究所 永井 元

「健康Xおいしさの食品機能」 勉強会

フードテック官民協議会勉強会 2024.2.20 



ZENSHO HOLDINGS CO., LTD.

「おいしさ」研究の延長として、食べても満足感が得られて健康がめざせること

①食材の中に含まれる健康成分
を探索、デザインする

②栄養素の消化吸収の
メカニズムを分子レベルから理解する

①おいしさを担保して、お客様が無理なく
過食をコントロールできるメニュー開発

②お客様への画期的な健康栄養
メッセージの発信



ZENSHO HOLDINGS CO., LTD.ZENSHO HOLDINGS CO., LTD.

（１）どういう技術イノベーションが必要か？
・栄養吸収の可視化
・食行動の記録とそのデータ化
・デジタルツイン

（２）健康を考えた新しい食品の定義
・（健康を考えた）我慢をしない食事
・化学成分からの食品設計

（３）健康啓蒙の刷新
・態度変容（行動変容）

・健康非関心層の食生活改善の仕組みつくり
・データサイエンスからのアプローチ、予測システム

議論していきたい方向性



ZENSHO HOLDINGS CO., LTD.ZENSHO HOLDINGS CO., LTD.

「健康と美味しさを両立させるために必要なフードテック」勉強会

フードテック官民協議会勉強会 2024.2.20 

第1回開催：2023年10月3日 ＠東京ミッドタウン八重洲 30名参加
（キックオフ：趣旨説明、参加者の課題意識の確認）

第2回開催：2023年12月15日 ＠NTTデータ経営研 6名参加
（自主的な勉強会として今後の進め方の確認）

第3回開催：2024年2月28日 ＠（株）ゼンショーHD品川本社 （予定）
（メンバーからの話題提供①）

※今後、2か月に1回のペースで勉強会を開催する予定です！



フードテック官民協議会

消費者アプローチ 勉強会
総会資料

2月20日（火）



1.勉強会の趣旨とスケジュール

2.現在までの議論状況ご報告

3.今後の展望



消費者アプローチ 勉強会の趣旨

•勉強会のゴール：
サステイナブルな取り組みを行うレストランに対し、消費者の関心が高まり、進んで食事を行いたくなるメカニズムを解明
し社会実装の足掛かりを作ること
→本年度の勉強会はメカニズムの解明までをスコープとしている
→仮説ながらもメカニズムや社会実装のキーワードとして「コミュニティの形成」のような概念があると想定
（技術はweb3/ブロックチェーンなどを想定）

•勉強会の検討対象：
・外食産業市場のうち、特に、サステナブルな取り組みをすでに行っている・これから行いたいと考える中小企業・個人を
中心としたレストランに絞って検討を行う
→外食産業のうち、検討対象が市場の8割を構成。特に中小個人のレストランでは先駆的で斬新な取り組みが進んで

おり産業を切り拓いている
→しかしながら事業体の規模・形態によらず議論はオープン、メンバー皆が気づきや学びを持ち帰られるように運営
・消費側では、サステナブル感度が高い・サステナブルに関心が高い消費者層に絞って検討を行う

•勉強会のアウトプット：
・勉強会の活動内容や、有識者の発言やメンバー間の議論から得られた示唆を取りまとめた最終報告書
・サステナブルなレストランの取り組み活動を取りまとめた事例集・活動ガイドラインの策定
・消費者行動変容を促すことに寄与するビジネスモデル案や技術利用ケース案の創出



2024年度のスケジュール

勉強会No 論点整理.v2 作り上げていくもの

勉強会
#1~#3

レストラン側に焦
点を当てて議論

・実践例のご紹介と議論
・勉強会議論テーマアップ

＜飲食店が伝えるストーリーの切り口＞
■現在行ってる取り組みは？
■「自分ごとにしてもらう共感」を生むためのストーリーの伝え方は？

取り組みと伝え方のパッケージ
・カテゴリ/取り組み事例/優先的にアプローチする消費者層/消費者への伝え方

＜飲食店が伝えるストーリーの切り口の深堀＞
■実際に食べに行って取り組み事例を各メンバーから共有
■気付きや議論を通してパッケージの解像度を上げる深掘り議論

取り組みと伝え方のパッケージ
・カテゴリ/取り組み事例/優先的にアプローチする消費者層/消費者への伝え方

勉強会 #4

＜メンバーが消費者側の立場になってパッケージに対してコメント＞
■これまで議論したストーリーを聞いた消費者の率直な意見
・レストランが伝えるストーリーが刺さったか？
・行って支払いたくなったか？
・リピートしたいと思うか？

・アンケート調査票

勉強会
#5~#7

レストランと
消費者

をセットにして
3事例開催

＜外部から招聘した消費者の方からフィードバック＞
■これまで議論したストーリーを聞いた率直な意見
・レストランが伝えるストーリーが刺さったか？
・行って支払いたくなったか？
・リピートしたいと思うか？

・パッケージに対する消費者へのヒアリング結果

＜他業界の先進事例の特別講演＞
→事業者・消費者双方の観点で講演をいただく
【候補】
消費財メーカー、家具メーカー など

＜これまでの議論の整理【メカニズム解明】＞
・メカニズム解明の仮説構築
・消費者へのアンケート設計

行動変容メカニズム仮説

勉強会
#8~#10

＜社会実装への議論＞
ありたき絵姿・エコシステム・協調領域の議論

優先的にアプローチする消費者層へアンケート実施結果

＜ビジネス構築の議論＞
・ビジネスに落とし込んだ時の事業モデル
・Web3の利用する技術や機能検討

＜総括＞
ビジネスモデル案・技術利用ケースの総括

ビジネスモデル案
技術利用ケース案

完了

2月〜3月

5月~6月



勉強会アウトプットの整理図

上流（生産者） 中流（飲食店） 下流（消費者）
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サステナブルブランド国際会議で消費者側の検証を加速

●テーマ 消費者の行動変容はどのように生み出せるか〜飲食店へのサステナビリティ視点のアプローチ〜
●スロット 2024 年 2 月 22日（木）13:30‐14:30
●スピーカー
岩澤 正和氏 PIZZERIA GTALIA DA FILIPPO オーナーシェフ
ニールセン 北村 朋子氏 文化翻訳家 aTree
村上 真理子氏 農林水産省
【 Facilitator 】下田屋 毅氏 一般社団法人日本サステイナブル・レストラン協会 代表理事

5000人の参加者およびオープンセミナーの来場者には会場内で直接アンケートを依頼して回収

第8回サステナブル・ブランド国際会議2024 東京・丸の内 オープンセミナー



技術活用と事業実証の議論〜社会実装へのパス

飲食店と消費者が共通の価値観（サステナビリティ関心事）でつながる場が
リアルだけではなくデジタルも組み合わせることで強固なコミュニティが形成

まずは小さなコミュニティから実証をスタート

上・中流（生産者・飲食店） 下流（消費者）



7．会員向けアンケート結果報告



7．会員向けアンケート結果報告（1/3）

総会やセミナーでは、WT・会員・有識者からの情報提供コンテンツは総じて評価が高かった。
総会のネットワーキングや海外展開セミナーでは、具体的なマッチング事例の報告も頂いた。

今年度有意義だと感じられた総会のコンテンツ 継続を期待するセミナー・勉強会のコンテンツ

アンケート御協力75件
※結果一部抜粋

23

18

8

6

4

各WTの活動報告

会員の活動発表

会員ネットワーキング

会員によるブース展示

ロードマップの改訂更新報告

• 事業拡大につながる新しいつながりが得られた。

ネットワーキングに関するご意見

• ロードマップの更なる具体化が必要と感じた。
• ロードマップを進行していくための支援があるとよい。

ロードマップに関するご意見

42

35

31

5

「健康」「日本食」セミナー

「消費者」「健康」勉強会

海外展開に関する情報提供

その他

• 実務的に課題となる事柄に関する、ケーススタ
ディ的な議論の発展が期待できそう。

勉強会に関するご意見



7．会員向けアンケート結果報告（2/3）

今後期待するコンテンツとして、ビジネス／テックに関する情報提供や、マッチングの創出について幅広
いテーマのご意見を頂いた。

期待するコンテンツ 注目している／取り上げたい技術テーマ

アンケート御協力75件
※結果一部抜粋

一次産業

素材

商品開発

ヘルス

加工調理

その他

• 植物工場
• マリンテック

• 代替肉
• 精密発酵
• アップサイクル

• AI・ロボティクスの活用
• 自動調理技術
• 3Dフードプリンター

• おいしさの可視化
• 味覚のデジタル化
• 酸化劣化防止技術

• パーソナルヘルスレコード
• マイクロバイオーム

• 食料安全保障
• 環境負荷低減・カーボンニュートラル
• 未来の食を考える総合的なアプローチ

情報提供

• 海外の先行事例

• 経営・R&D組織マネジメント

• 他分野参入を想定した知財戦略

• フードテックの経済性分析

• アグリ・フードに関するファイナンス

• リスクの高い新産業領域（培養肉・精密発酵・ゲノム

編集食品等）をピックアップ

マッチング

• 各WT間のコミュニケーション

• 会員の事業・専門分野紹介

• 幅広くフードテックの技術提案を行う場

• 異業種連携

• 補助金等の支援制度との連携



7．会員向けアンケート結果報告（3/3）

協業先探しに課題を感じる会員が多く、官民協議会に対してもフードテック関連企業や研究機関か
らの情報提供を起点としたマッチングに期待する回答が多かった。
また、テストマーケティングや商品認知等、消費者との接点に対する課題も見られた。

事業開発推進における課題 フードテック官民協議会に期待すること

アンケート御協力75件
※結果一部抜粋

• テストマーケティングができるような産学官
連携エコシステムの具体化や連携強化に
期待する。

• ネットワーキングに特化したイベントがあると
よい。
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新規フードテック技術の発掘

セミナー・勉強会

省庁担当者からの報告

中小企業・SUからの情報発信・マッチング

研究機関からの情報発信・マッチング

大企業からの情報発信・マッチング

海外展開支援や海外企業の情報提供

ロードマップ改定等の指針の提示

ビジネスコンテスト

情報提供Webページ

メルマガ等、関連情報発信

その他

15

13

12

10

9

4

2

協業相手探し

テストマーケティング機会の確保

商品認知の獲得

資金調達

営業先探し

オフィス・キッチン等の事業環境

その他

皆様から頂いた意見から、今後の官民協議会の具体的な取組策定を検討させていただきます。




